
















This paper deals with a co-occurrence relationship between naze and no in 
interrogative sentences. The author would like to describe the facts in modern Japanese. 
In riyuu-gimonbun, an interrogative sentence asking why, no, or nodesuka is usually 
expressed as naze yomuno or naze yomunodesuka. In other interrogative sentences 
asking who, when, where, what, and how, a polite form masuka is also used as dare ga 
yomimasuka and itsu yomimasuka. In modern Japanese, we have two polite forms desu 
and masu. In interrogative sentences, according to the type of interrogative words, we 
usually select either desu or masu.
キーワード：「なぜ」、終助詞「の」、疑問語疑問文、丁寧表現















































































































（11）　なぜ蝶は舞えたのか　　　　　　　　　 （2008. 9. 3　夕刊５面　「美の履歴書」見出し）
（12）　「なぜ幼児向けとされるのか。ぼくは、そんな常識と闘ってきた」


























































































































































































































































いのか。　　　　　　　　  （2008. 10. 30　朝刊28面　小説　『徒然王子』　島田雅彦）
（50）　経済危機をどう乗り切りますか？　　　　　　　　 （2008. 10. 30　朝日新聞朝刊31面）
７　付記
４．２および６で示した、稿者の「違和感」の起点をたどる過程の、いわば「一里塚」とし
て夏目漱石（1867～ 1915）の遺作『明暗』（1915）の用例の一部をしめす。全例調査の中途報
告であり、「印象」というレベルでしかないが、稿者は漱石の、疑問語疑問文の用法に、違和感
をもたない。用例・検索は1986教育社『作家用語索引　夏目漱石　明暗』による。
まず下記３例のように、理由疑問文には「の」が共起しやすいといえる（むろん終助詞「の」
もある）。
（51）　「じゃ何故行かないんだ」
（52）　「何故その背広と一所に外套も拵えなかったんだ」
（53）　そんなら何故あの吉川夫人ともっと親しくなれるように仕向けて呉れなかったのか
また、下記３例のように、補足節のばあいは「の」を欠くことがある。
（54）　「僕が何故今度この洋服を作ったか、その訳を君は知るまい」
（55）　「何故あたしが幸福だかあなた知ってて」
（56）　「此所を何故締めた」といって詰問する様な音が〈略〉
そして、下記３例のように、理由疑問文の丁寧表現は「の（ん）です」であって、「ます」で
はない。
（57）　「何故黙って帰るんです」
（58）　「私は何故もっと早くこの包んだものを兄さんの前に出さなかったのでしょう」
（59）　「清子さんは何故貴方と結婚なさらなかったんです」
「ます」は下記４例のように、理由疑問文以外の疑問語疑問文であれば、使用される。
「なぜ」と「の」の共起─疑問語疑問文における─ 201
（60）　「何でも近いうちにまた入らっしゃるとかいう事でしたが、どうなりましたか」
（61）　「関君はどうしました」
（62）　「あたしが何時嫂さんに謝って貰いたいと云いました。そんな言掛りを捏造されては
〈略〉」
（63）　「私がいつ勝手に認定しました。私のは認定じゃありませんよ。〈略〉」
これらは、本稿の基盤となっている益岡・田窪1992の記述と、それに対する稿者の補足事項
に合致するものである。
そして最後に次の１例を示す。（64）は理由疑問文の述部で─補足節ではないにも拘わらず
─「の」を欠いている。
（64）　「それと同じ眼がどうしてあの継子に満足できるだろう」
これは、理由疑問文のかたちを借りて明確な否定「いいえ、満足できない」を予測した、（19）
（33）（34）に通じるテクニックであり、現代日本語そのものである。
全量調査をせずに判断すべきではないが、漱石の疑問語疑問文は、現段階では稿者には違和
感をもたらさない。すべてを今後の調査にゆずる。
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